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ひのえとら年.前進を.″

迎寿、新春を迎えスカウ ト関係の皆々様おめでと

うございます。家の問ごとに国旗が立ち並び、「白地

に赤 く日の丸そめてああ美しい日本の旗は」 と歌っ

た幼い子供の頃力測表しく想い出されてきます。庭の

古梅の菅 もふ くらみ始め、春遠からじの感がありま

す。梅は雪にあって、さんざん苦 しんだものでない

と花のもちも悪 く香 りもよくないといわれています。

「梅経寒苦発清香」寒苦 を経ない梅花はろくな花では

ありません。苦 しみを耐えて、はじめて魂は光を発

します。本年は千支 (え と)ひのえとらの寅年です。

動物の王者、古画に観る竹林の ｀
猛虎、の眼光のす

るどさを感 じ、希望 をもってスカウ トの道を勇敢に

前進 して下さい。本年は第 9回 日本ジャンボリーが

南蔵王の山麓で行なわれます。浜松地区参加の選抜

スカウ トは、今から身体 を鍛え、隊長の訓育のもと

日頃の成果を充分発揮 し、他県のスカウ トと友情を

授管讐警省管¥習量鈴木宗太郎

深め、大いに頑張ってほしいものです。「恩」という

概念は日本にあって外国にはないもので「恩」とは

忘れないことです。本年からスカウトは、ビーバー

→ヵブ→ボーィ→シェアー→ローバーと続きますが

…基礎になるのは、カブ・ボーイ時代です。このと

き隊長や多くの先輩のお世話になりながら成長して

いくものです。私はその意味でも「恩」を忘れない

人間を望みます。今後スカウト組織の拡大は大変な

ことと考えます。昔、私ども地元の地引網の漁師が

寒中、丸裸で海に入り、引網作業中の若い衆に「揮

を締めよ」と言った大声の言葉が、私の子供心から

耳に残っています。私達地区役員も「揮を締め直し

て」地区の発展のために、奉仕の精神で前進し、よ

りよき日本の姿を見い出していきたいと念じt身体

の続く限り、健康である限り、努力していく所存で

あります。
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スカウ ト運動に入って20年 、昨

年浜松 16団 の20周 年記念式典を終

えることが出来、一つの区切 りと

なった。念々本年から21年 目、寅

年の如 く雄々しく頑張ってゆきた

い。又本年は16団 の団委員長石津

宏君共々寅年の年男として更に心を新たにして努力

してゆきたい。昨年H月 16日 、「総理 を囲む社会教育、

スポーツ関係者の集い」が内閣総理大臣官邸で行わ

れ、私 も静岡県子 ども会連合会会長 として御招待を

いただいた。その際BSやGSの制服の諸君 ともお逢

いしたが、やは り制服 というものはよいものだ。「制

服を脱いでもスカウ トだ」とかつてBS日 本連盟中央

審議会議長 として「スカウティング」に寄稿 したこ

とがあったが、矢張 り制服を着ているときとそうで

ないときとが仲々一致 し得ないところに未だ魅せな

いことを痛感する。その際、中曽根総理から「ボラ

ンティア活動やスポーツ関係者の皆様によってすば

らしい明日の日本を築いて下さい」 と激励された。

川 重 雄

今「教育改革」が強 く求められているときスカウ ト

運動に期待されることは極めて大きい。然しスカウ

ト運動 も今大 きな転換期にある。スカウ ト人口の減

少だ。然もそれに対 しスカウ ト運動の信条 とも言 う

べ き「ちかい」 と「おきて」が現在の子供等に難解

だからといって改正が考えられている。私は「ちか

い」 と「おきて」は極めてすばらしい思想 と理念が

こめられてお り、みだ りに字句の更正によってその

精神が失われては大変 と、先般の中央審議会に於い

てこれの改正案に反対を唱えておいた。もっとリー

ダーがしっか り勉強しそれを隊員に教えてゆかねば

ならない。太平洋戦争後の日本が もっと国語 と歴史

と地理 を大切にした教育をしておればもっと日本人

らしい日本人が出来たであろうし、又立派な日本人

なら立派な国際人ともなれるのである。昨年の国際

青年年に続いて今一度スカウ ト運動の原点に還 り、

地道なスカウ トの道への精進によってその使命を果

してゆこう。

栄えある受彰に弥栄を

「スカウ ト浜松」第101号の15ページに御紹介いたし

ました、

10/28 文部大臣表彰 内田 嘉―様

(副協議会長・浜松 1団 )社会教育功労者 として

10/17 法務大臣表彰 三輪 悦爾様

(0.S.E・ 浜松 12団 )保護司としての功労

を賛えて、記念パーティーが去る60.H。 14困PM6:30

より「ホテル コンコル ド」において盛大に開催され

ました。お二人の「弥栄」を心より祈念いたしまし

た。



学 校 別 ビー バ ー ス カ ウ ト在 籍 一 覧 表

NQ 校名 1年 2年NQ 校名 1年 2年NQ 校名 1年 2年

1有 玉 小 1 28高 砂 小 1 015芳 りll/1ヽ 1 1

2伊佐見小 0 4 9富 塚西小 0 116与 進 Jヽ 1 0

3大 瀬 町 0 210中 郡 イヽ 3 017与 進北小 0 1

4上 島 イヽ 2 111西   小 1 018竜 禅寺小 1 1

5神久呂小 0 412曳 馬 月ヽ 3 219和 地 小 0 2

6佐 藤 /1ヽ 0 113広 沢 小 1 020金 指 小 6 4

7積 志 イヽ 1 1 14舟合越 イヽ 2 021井 伊谷小 3 0

学 校 別 ス カ ウ ト在 籍 一 覧 表

No 学校  3年 4年 5年 6年NQ 学校  3年 4年 5年 6年

1相 生 /1ヽ 122237東  小 0010

2葵 ヶ丘 /1ヽ 0  0  4  2 38  曳 馬 /1ヽ  1  5  4  3

3葵 西 /1ヽ 001139広 沢 /1ヽ 3793

4県 厘肇 /1ヽ 14  19  4  20 40  カ合 走虹 /1ヽ  0   0  0   1

5有 玉 /1ヽ 233241芳 川 /1ヽ 0300

6飯 田 小 02 1 042芳 り|1北 パヽ 1 000

7伊佐見小 5 6 3 443 三方原小 2 1 0 2

8万と    /1ヽ  0   0   1   2 44  劇需 澤謀 /1ヽ  0   1   1   2

9遠り1ヽ |カミ/1ヽ  1  1  2  0 45 藤i   /1ヽ  0  2 0ヽ  1

10追 分 /1ヽ 0  0  2  0 46  元 城 /1ヽ 1  2  2  6

H大 瀬 小 010047吉 野 小 0010

12神久呂小 3 5 2 248 与 進 Jヒ 1 2 5 1

13蒲    /1ヽ  1   0   0   0 49  与進北 /1ヽ  1   0   1   0

14上 島 月ヽ 2 1 5 250 竜禅寺小 2 2 2 3

15鴨 江 小 0 1 0 851和 田 小 1 0 0 0

16河 輪 イヽ 0 0 0 152 和田東小 0 1 1 3

17五 島 小 0 1 0 153和 地 小 0 3 5 3

18佐鳴台小 1 4 4 1 54 静大附属小 3 1 4 2

19篠 原 /1ヽ 9 12 11 1055 伊 目 /1ヽ  0  1  3  1

20城 Jヒ 月ヽ 1 0 1 1 56 気 賀 月ヽ 4 6 3 5

21白 脇 小 0 0 2 257中 川 小 3 3 0 4

22新 津 ガヽ 4 1 5 358 西気賀小 2 2 4 3

23砂 丘 小 327159井 伊谷月ヽ 0110

24西者6台 イヽ 4  8  6  9 60 金 指 月ヽ 0  4  2  4

25積 志 /1ヽ 331561可 美 /1ヽ 2577

26浅 間 月ヽ 8 H 15 1062 岡 1崎 `4ヽ 0 1 0 0

27高 砂 小 100063鷲 津 小 1130

28富 塚 小 101064二 俣 小 1010

29富塚西 /1ヽ 1  1  2  1 65 赤 佐 /1ヽ 1  0  0  0

30豊 岡 ガヽ 0 2 0 066 Jヒ 浜南小 0 0 1 0

31豊 西 /1ヽ 123067新 原 /1ヽ 1001

32中 郡 小 1 0 3 068中 瀬 小 1 0 1 0

33中 の町小 0 0 1 069 浜 Jヒ 月ヽ 0 0 0 0

34西   小 1 1 3 270 浜 名 イヽ 1 0 0 1

35萩 丘 小 114271竜 洋 小 0100

36初生 /1ヽ    5  3  4  2 72 青 城  /1ヽ  0  0  2  0

学校別 ス カウ ト在籍一 覧表

NQ 学校  1年 2年 3年 NQ  学 校  1年 2年 3年

1入 野 中 9 10 6 1浜 松 湖 東高校 7 H 3

2開 成 中 6 0 2 2浜 松 湖 南 高校 4 2 4

3神 久 呂 中 5 4 3 3浜 松 北 高 校 6 6 7

4笠 井 中 2 1 0 4浜 松 商業 高校 2 1 2

5江 西 中 10H105引 佐 高 校 203

6江 南 中 1 0 1 6磐 田農業 高校 0 1 1

7湖 東 中 690 7興 誠 高 校 254

8丸 塚 中 554 8浜 名 高 校 420

9篠 原 中 14 9 4 9オ イス カ高校 2 0 1

10庄 内 中 011 10浜 松 南 高 校 833

H新 津 中 11 12 4 H浜 松工 業 高校 6 3 3

12西 部 中 16312日 体 高 校 110

13積 志 中 431 13浜 松 西 高 校 531

14高 台 中 2 3 0  14浜 松城北工業高校 4 5 0

15中 部 中 113315経 理 学 校 100

16天 竜 中 122 16江 の 島 高 校 410

17東 部 中 2 1 2  17気  賀 高 校 2 4 2

18東 陽 中 12018農 経 高 校 200

19中 郡 中 211 19三 ヶ 日 高 校 002

20南 部 中 5 2 3 20聖 隷学 園高校 1 0 0

21南 陽 中 3 1 3 21島 田学 園高校 1 0 0

22八 幡 中 1 0 0 22日 生学 園高校 1 1 0

23曳 馬 中 5H4 23浜 北 西 高 校 001

24北 星 中 2 1′ 5 24国 際海洋 高校 1 0 0

25Jヒ  部 中 3 4 2  25浜 松北高校定時制 0 1 0

26丸 塚 中 01026春 野 高 校 010

27三 方 原 中 3 3 0 27経 理専修 学校 1 0 0

28与  進 中 8 7 3  28愛 知学芸大附属高 1 0 0

29静大附属中 0 1 4  不 明    1 2 1

30引 佐南部中 3 4 2 ビーバー在籍 追加分

31細 江 中 10 9 7 NQ  校名  1年 2年

32可 美 中 43222遠 州浜小 01

33鷲 津 中 10023北  小 40

34二 俣 中 020 24篠 原 小 01

35浜 名 中 021 25砂 丘 小  01
36豊 岡 中 01026元 城 町 32

37豊 田 中 010

38日 生学園中 1 1 0

小学校 1年 2年 3年 4年 5年 6年合計

34  32 106 148 162 152 634

中学校 1年 2年 3年合計  高校 1年 2年 3年合計

142 137  83 362    68  52  38  38 158

※ 本資料は、昭和61年 1月 18日 現在までに、「スカウト浜

松」事務局へ到着分によるものである。遅ればせながら、

資料を提出して下さった団に、お礼申し上げます。
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さあ/今年は
第 9回 日本ジャンポリーの年

テーマ「自然と創造」

―空のように広 く、蔵王のようにたくましく―

あらるゆ可能性を含む自然での野外活動は、ボー

イスカウト運動の基本である。スカウトー人ひとり

が創造性を持ち、自然と融和し、明るい希望に満ち

た明日へ胸を張り、手を振って、スカウティングの

理想に向って前進しよう/

会場 富城県白石市福岡深谷字白萩

南蔵王山麓

国鉄白石駅から西北約Hkm

東北の名峰蔵王山の南山麓の草原地帯

4年に一回開かれる日本ジャンボリーはスカウト

の祭典です。今年も8月 2日 から8月 6日 迄t全国
1及 び諸外国か ら約 3万 人のスカウ トが集まり、

南蔵王で開催されます。和和57年第8回 ジャンボリ

ーと昭和59年に開かれた、第一回シエアスカウト大

会もこの南蔵王で開かれています。

ジャンボリーは、スカウトが日頃鍛えた技術とス

カウト活動を余すことなく発揮し、野外活動を通じ

国際親善 と友情、そして相互理解を深め、スカウト

運動を更に躍進させるところです。

キャンプは第8回 と同じサブキャンプで浜松地区

は第 7サブキャンプに入り静岡第31隊から第35隊 ま

で、5隊編成となります、ただし第35隊は、浜松、

浜北、浜名、北遠の混成隊です。浜松地区からの参

加人員はスカウト、リーダーそれにGHQ、 SHQ
奉仕隊リーダーも含め約 190名 の参加がみこまれて

います。

西部地区組織
会議は、浜北地区組織 0拡

氏の司会により、午後 1:00
第は、下記の通 りである。

1。 開会のことば  県連組織拡大 石津  宏

副委員長

2。 国旗儀礼    浜北地区コミ 外山

3.ち かい・おきて   〃    外山

4。 あいさつ 県連組織拡張委員長 杉山

5.来賓あいさつ  浜北市教育長 池谷

6。 講演「組織・拡張に必要な心」

県連副理事長 内田 時世

7。 グループ討議並びに報告

8。 講評  県連副コミッショナー 山城 厚生

講演「組織拡張に必要な心」より

・スカウティングのノ己ヽは「ちかい」 と「おきて」の

中に凝縮されている。

・信仰心からスカウティングが出発する。

・ 日本の不安は、教育 と防衛にある。

・戦後教育のあやまち→教育基本法ヘメスを。

・「什」のおきてについて。
0『実践弱行・精究教理 0道心堅固』

※ 失礼を承知でまとめてみたものである。

グループ討議の内容 と結果報告 より

(討議内容 )

I。 なぜ組織を拡大 しなければならないか。

Ⅱ.拡大をはばむもの。

Ⅲ.我々は何 をなすべ きか。

講演 もさることながら、グループ討議 も参加者に

とって非常に有意義なものであった。全員が真剣に

話 し合い、グループ毎に報告 もなされた。

以上、簡略ながら当日の様子を…… 文責 黒柳

獣
囃
瞭

会議
長の山下総太郎

れた。会議の次

保

保

男

様

吉

士
口
友

豊

ジャンボリー大集会に集まったスヵウ

)1薄ユ∵

I

卜たち
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浜松地区協議会長

柳 本 冬 彦

浜松地区副協議会長

内 田 嘉

浜松地区副協議会長

市 川 重 雄

浜松地 区委員長

内 田 時 世

浜松地区副委員長

宮 澤 廣 士

浜松地区コミッショナー

玉 木 功 一

浜松 第 団
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浜 松 第 25団

団委員・リーダー ー 同

浜 松 第 14団
B

浜 松 第 20団

団委員・リーダー ー 同

【Ｍ］
隋謝勢競　性耀　酔男．
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長
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長
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二

一菫η　″　列長　敲制　は繊

浜 松 第 10団

団委員・リーダー ー 同

浜 松 第 21団

団委員・リーダー ー 同

浜 松 第 8 団

長

長

員

長

長

長

長

峰
類
委
畔
靖
靖
雛

育

団

団

Ｒ

Ｓ
Ｂ

Ｃ

生 倉 義 一

鈴 木 賢俊
一  同
伊 熊 有 祐
浜 田 清 一

植 田幾 雄

服部 隆 彦

浜 松 第 6団

=冬に鍛えよう=

浜 松 第 23団

=いつも元気=

浜 松 第 19団

団委員・リーダー ー 同

浜 松 第 26団

皆様方の御健康 を
お祈 り申し上げます

菖曇貪■ 同
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浜松地区財政委員長

大 木 俊 夫

浜松地区指導者養成委員長

野 中 豊 治

浜松地区野営・行事委員長

竹 村 徳 一

浜松地区組織 0拡張委員長

石 津  宏

浜松地区進歩委員長

山 中 洋 ―

浜松地区健康0安全委員長

平 山 本 一

浜 松 第 22団

育成会長 松 尾 滋 樹

団委員長 大 木 俊 夫

団委員・リーダー ー同

浜 松 第 団

団委員長 森 島 久 男

副 ク  鈴 木 俊 輔

″  中野東亜治

彦方

4
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浜松市天文台へ行つて
カブ隊時 久 博 好 (砂丘小)

ぼくは、H月 末ごろ浜松市天文台へ行ってきまし

た。あいにくの雨で太陽を観測することが出きず、

残念でしたが、天文台の人の説明を聞き、たいへん

勉強になりました。太陽や月や星の説明のあと、今

話題のハレー水星についても、話してくれとてもき

ょうみ深く聞くことが出きました。いままであまり

天体については、よく知 りませんでしたが、この説

明を聞いてちょっときょうみがわいてきました。

ぼく達の住んでいる地球は、ぼく達にとっては、

とても広い世界だと思いますがうちゅうから見れば、

ほんの一部でしかなく、うちゅうがとてつもなく広

い世界だと言うことを、あらためてかんじました。

そして、いままで夜空をなにげなく見ていましたが、

星の名前などを覚えてながめたら、きっと楽しいだ

ろうなと思いました。

まだまだ、天体については、むずかしいことがい

っぱいありますが、これからはもっと星などを調べ、

一つでも多くの星を知 りたいと思いました。

浜松市天文台へ行つて
カブ隊石 原  玄 (県居Jヽ )

H月 4日 浜松の天文台へ観測やお話を聞きに行き

ました。雨がふると観測が出来ないので、あしたは、

晴れてほしいなとねがっていましたがざんねんなこ

とに朝から雨がふってしまいました。

ぼくが天文台へ行 くのは初めてなのでとてもざん

ねんでした。でも太陽・月・すい星 (ハ レーすい星 )

などの話をしていただいたのでとてもよからたです。

太陽のことでは、太陽には黒点があるということ、

そして太陽から光が地球へ来るのに8分 20秒はかか

るということ、そのほか黒点のか く大写真も見せて

いただきました。

月・すい星のことでは、月のでこぼこした写真な

どおぼえきれないほどの写真を見せていただきまし

た。星のことでは、写真やせいざなどのこと、すい

星のことでは、すい星を見つけると自分の名がつ く

などを説明していただいた。あとハレーすい星の見

つけ方などを教えていただいたのでぜひ見つけたい

です。

今度来るときは、太陽や月などを観測したいです。

また来たいと思っています。

王り王ぜ1と して

ボーイ隊福 島 浩 記 (豊田南中)

僕は、現在班長をやっている。僕は今まで班長と

してどんなことを、してきただろろうか。班長とい

名を利用して、いばってきただけではないだろうか。

自分で今までを、しっかりふりかえってみると、い

ばるということはt班長としてよくないことだと思

う。よくないこととわかっていながら、僕はやった。

それに僕は、いばったことに対して、反省していな

い。反省の気持がわいてこない。なぜだろう。

ここで班長というものに対してもう一度考えなお

してみると、班長とは、班をまとめていく人で、他

の班員よりも、いろいろなことがす ぐれている人だ

と思う。僕は他の班員よりもいろいろなことがす ぐ

れていると思うけど、はたして、今まで班をしっか

りまとめてきただろうか。さっき言ったようにいば

っていては、班はまとまらないと思う。僕がまだ班

員だったときを、思い出してみると、たしかに班長

は、いばったことがあった。けれども班はまとまっ

ていたと思う。なぜだか考えてみると班長はいばっ

ても班員はじっかり班長の命令 をきいた。班員は

それが常識だと思っているからである。

本当に、それは常識であっていいのだろうか。班

員がそう思っていれば班はまとまると思う。僕もそ

う思っていたからこそ反省の気持ちがなかったと思

う。僕は班長として、少しはいばっても悪 くはない

と思う。ただ、そればっかりでなく、本来班長がし

なければならないことを、しっかりやればいいと思

う。僕は、そんなにいばってはないが、班長がしな

ければならないことを怠ったことがあったと思う。

もう僕が班長である期間が少なくなってきたが、そ

の残り少ない期間を班長としてしっかりやっていき

たいと思う。



一第102号一

*浜松第 10団 *ぼ くらのスカウテイング

夏の思い出
カブ隊 品 川 英 孝 (篠原イヽ5年 )

楽しかったことは、夏のキャンプです。川の水は

冷たくてとても夏とは思いませんでした。ごはんも

おいしく夜のキャンプファイヤーもたのしかったで

す。 1組から5組までいろんな出し物をや ります。

キャンプファイヤーの火がひとりでにつ くのがぼく

はふしぎでふしぎでたまりませんでしたが、わかり

ました。しつかり見てきました。

まだまだたくさんありますがもうす ぐボーイです。

ぼくも早 くあのつなをとんでて見たいです。

県大会で団旗を持つた
カブ隊 鈴 木

´
1真 太郎 (篠原小5年 )

ぼ くは、県大会の時当番組だつたので、すこし

たって隊長が「慎太郎行って来い」と言ったので、ぼ

くはデングットと門の所へ行 きました。その日は、

あいに く雨だったので持っている手が とてもつめた

くなりました。けれどがまんしました。そしてやつ

と入場と言ったので歩いて行きます。そして自分の

団を見ようとしたら隊長が見えました。終わつてと

てもうれしいと思いました。なぜなら、こういうこ

とは、やりたくてもなかなかできないものだからき

ちょうな体験ができとてもよかったと思う。

ユニセフ子供募金
カブ隊 1耐 ナ京 :要 ラ尺 (篠原小5年 )

毎年 くれになると募金活動が始まります。カブス

カウトもユニセフ子供募金が行われました。ぼくた

ちは、松びしデパー ト前と西武デパー ト前で二時間

|ビ わたり募金のよびかけをしました。建物のかげで

日が当たらず、この日は、風も少し強くて寒かった

です。でも寒さにまけないように大きな声でよびか

けしました。おばあさん、お父さんお母さんそして
°
中学生のお兄さんお姉 さん、ぼ くらと同じくらい

の子など、たくさんの人が募金に協力してくれまし

た。とてもうれしかつたです。少しでも多くの人に

協力してもらい、少しでも多くの金額をこまってい

る人たちに送ってやろうと、みんなで声をからして

がん張りました。寒いのはつらかったですが、ぼく

たちにもこれでこまっている人たちの手助けができ

たのだと思うと、とてもいい気持ちでした。ぼくは、

募金のよびかけをしている人を見かけると、必ず募金

に協力するようにしています。

ボーイスカウ トに入つて
ボー イ隊 高 橋 一 也 (篠 原中 1年 )

僕は、ボーイスカウトに入って、よかったな―と

思う時と、いやだな一と思う時があります。僕は今

中一です。なので部活もいそがしくて勉強もまあま

あいそがしいです。いやなのは1部活がなくていいな

と思っているとき、ほとんどと言っていいほどボー

ィやカブ (デ ンチーフ)でつぶれて日曜日も休んで

いられません。なのでいやです。だけどボーイのキ

ャンプやカプのしゃえいの時は、やっば、入ってい

てょかったな一と思わされます。

いやと思ってもいないのに大切な用事でボーイを休

むと何かムズムズしてきます。

ボーイに入って、やつぱりいいな一と思わされるの

は、自分たちでつ くる食事です。食事はいつもお母

さんが作っているけどボーイにいけば自分たちの手

で自分たちの食事をつくって食べれるからです。

それと一つ不思議に思うことがあります6そ れは

カブまでやってきてボーイに上進しないなんてと。

僕はこう思います。カブで学んできたことを準揮す

るのがこのボーイではないでしょうか。ただたんに

食器洗いがいやだとか言って上進しないって言う人

が各団一人ぐらいいるんではないかと思います。そ

ういう人はちょつとなさけないと思います。がまん

すればそんなことは出来るんではないでしょうか。

僕はただそういうことが不思議でしょうがないです。
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愧

cBS(カ トリック ボーイ・スカウ ト)

全国大会に参加 して

ボーイ隊 F可 菩Ь晃二:三 (船越小6年 )

8月 2日 から6日 まで、長野県佐久市の内山牧場

に、1,300人 のスカウトが集って、CBS全国大会が

開かれました。

僕達の団からは、今年 4月 ボーイ隊に入隊した 6

年生 5人 と、シエアー隊の先ぱい 2人 と、リーダー

3人 とが参加 しました。

野営生活なので、先ずテント張 りから仕事が始ま

りました。 山の中腹だったし、傾斜 していたので地

ならしや、側溝掘 りは、本や草の根が じゃまになっ

て、なかなか うまくいきませんでした。

かまども、いろいろな種類のものを作 りましたが、

とてもむずか しかつたです。

食事作 り、水 くみは大へんな仕事でした。でも、

ご飯やバーベキュー、スパゲッティなど自分達で作

ったものが とてもおいしくできて安心 しました。

雨が降った時、まっ黒い火山灰の土のどろの中で

も働いたし、風であおられたテン トなおしを、まっ

暗い中でやったりしました。

隊長から、地図の見方や、シルバー・コンパスの

使い方を学びながら、パ トロー リングで 8 kmハ ィク

をしました。ハイキングでは、川の流れの速さを計

った りしてコスモス街道を歩きましたが、途中にあ

った温泉に特別サービスで入れてもらったり楽しい

こともありました。

東京江東区のボーイ隊や、沖縄の那覇市のスカウ

ト等友達が出来てうれしかったです。

その他、初級の僕には初めてのことが沢山ありま

した。例えば、毎朝の野外 ミサや、毎 日、朝、昼、夕

には必ず小高い丘の一番高いところに作った鐘の塔

からアンジェラスの鐘の音が聞こえてきます。そう

すると続いて神父様や先ぱいスカウ トの「お告げの

祈 り」が、スピーカーから聞こえてきます。この時

は、みんな仕事 を止めてスピーカーの声に合わせて

お祈 りをしました。

隊長が、 ミレー と言う画家が画いた『晩鐘』 と言

う絵は、夕方、農夫がアンジェラスの鐘を聞いて、

このお祈 りをしている時の絵だ、と教えて くれた。

また、霧の深い朝は、急に日の前にいた人が見え

な くなるほどで、霧が日の前を流れてい くのを見た

のも初めてでした。

今年初めてボーイ隊に入った僕達イ中間が、一生けん

命力を合わせて頑張ったことは、これからも役に立

つことだと思います。

帰って、「朝は、起こされな くても6時前に仕事 を
|

始めたよ」 と、家の人達に話 したら、みんなおどろ

いていました。これからも頑張 りたいと思います。

そして、野営 とは、他の人をたよったりせず、自

分の力で、やるだけのことはや らなければ、一 日が

終わらないことを知 りました。

霧
の
中
に
祈
る

(ビ ーバー隊)初 キャンプでの食事

(カ ブ隊)竹飯準備
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第 5回ボーイスカウ ト写真コンテス ト入選作品集
明けましておめでとうございます。

1986年が、皆さんにとりましても浜松地区にとり

ましても、良い年 となりますよう祈念致します。

スカウト浜松 100号発行記念を兼ねた、第 5回

ボーイスカウト写真コンテス トに対しまして、多く

の方々から 140点に及ぶご応募をいた ゞきました。

御協力有り難うございました。

スカウト諸君からの作品をと時間をかけましたが、

残念乍ら3点に留 りました。スカウトがカメラを持

つ機会が少なくなったためでしょうか。

然し、成人の部に力作があり、この部の入選 を増

しました。

素晴らしい作品を沢山ご応募下さった方 もありま

したが、一人一点の規定のため御了承下さい。

更に、次回に向けて良い作品を貯えておいていた

だき度 くお願い申し上げます。

尚、コンテス トに対 して毎回審査をして下さる高

倉清雄氏、前回に引き続き後援下さいました長瀬産

業船 コダック製品事業部殿及び堀内カメラ店殿に感

謝 し、厚 く御札申し上げます。

ゼ最 優 秀 賞≫

優 賞》秀

一一̈一一一一一一一一一一一“一疑
一一一一̈一̈一一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一̈＝一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一̈一”一一一一一一一一一一一一一

一一一一一一一一一一一一一麟一”一一̈一群
”一一̈一＝一

「ボーイになれるかな」村上美代子 (浜松第7団 DM)

「募 金」久米 喬枝 (浜松第22団育成会員)「モー・ 大丈夫」渥美 俊策 (浜松第19団副団委員長)
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第 5回ボーイスカウ ト写真コンテス ト入選作品集

≪入 選≫

「国旗に敬礼」名倉惣一郎 (浜松第15団 SS隊長) 「僕らのスカウティング」岡田 仁男(浜松第6団 団委員)

伊熊 有祐 (浜松第18団 SS隊長)「ちび、ガンバ レ/」
ι

「ビーバー隊」宮沢 広士 (浜松第12団団委員長)

「セレモニーを控えて」有川 允 (浜松第22団 団委員)

「組集会」服部 隆彦(浜松第18団CS隊長)
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第 5回ボーイスカウ ト写真コンテス ト入選作品集

蠣入 選》

0

「初 日の出」斉藤 節男(浜松第21団 団委員) 「同期の桜」浦山 孝彦(浜松第14団 SS副長)

0

「電車風景」河原崎 敏 (浜松第1団 BS隊長) 「初日の出に弥栄」初「本 冬彦(浜松第10団育成会長)

ロープワーク (モ ンキーブリッジ)

稲垣  紘― (浜松第22団 CS副長 )

なたも、ナイフも、のこぎりも

中野 明徳 (浜松第6団団委員)



「
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第 5回ボーイスカウト写真コンテス ト入選作品集

ゼ入

「歴史の散歩道・ 蜆塚にて」

中村  勝 (可美第1団 団委員)

「猫 も仲間に楽 しい集い」

大石 雅美(浜松第26団 団委員)

「船上にて」高林久仁夫 (浜松第1団育成会員)

(組写真 )

「団夜営の夜」

村松  宏 (浜松第21団 団委員)

「隊旗入場」黒柳 昭夫 (浜松第16団団委員)



一第102号― -13-

*浜松第 16団 *ぼ くらのスカウティング

「ほうこう寺へ来たこと
CS隊 外波 山幸作 (白 脇小5年 )

ここへ来て一番楽しかったことは、ロープむすび

です。ぼくは、ロープむすびが大すきです。

うさぎやしかの人たちが

「おしえて、おしえて」

と、いったので、とくいになっておしえてあげまし

た。二番目に楽しかったことは、えいがです。えい

がは、キャンドル・サービスの後でや りました。

この話は、すずめをそだてる二人の少年が出てき

ます。五ひきの赤ちゃんがいたけれど、二ひきは、

えさをたべなくてす ぐに、もう一ぴきは学校のもの

おきでねこにおそわれて死んでしまいました。あと

二ひきというのに、一ぴきはまたもや学校のものお

きで今度は、へびにころされました。

みんなは、

「感どうした」

と、いっていました。lFく も、感どうしました。

二番目に楽しかったのは、おく山高原での乗馬で

す。馬に乗ったのは二回目です。一回目は、富士山

の近 くですが、ガヽさかったのでよくおぼえていませ

ん。お母さんに、

「乗ればd

と、いったら

「乗らない」

といいました。ぼくは、「あんまり乗れるものではな

いから乗ればいいのにな」と思いました。

一番きつかったのは、「ざぜん」でした。ぼくは、は

じめてです。おしょうさんは、

「みんなはじめてだと思うから、みんなたたくから

ね」

と、いいました。IFく は、いたいだろうなあと思い

ながらうけました。

「 ビシ ッ」          L J
と、いう音がしました。「ざぜん」は十分 ぐらいしま

した。足がしびれて、いたくていたくてたまりませ

んでした。その次、おしょうさんの子どものころの

話を聞きました。がんばったと思いました。

楽 しかったこと
カブ隊 三 室 幸 一 (元城小4年 )

ぼくは、おく山の方広寺に行きました。一泊二日

のしゃえいです。ぼくは (どんなところかな、お寺

は。本当にあるのかな。大きいかな)と か思ってい

ました。ついて (わ あ、大きいなあ)と 思いました

さすがにお寺

「ゴー ン。 ゴー ンd

と、かねが鳴 っていました。

部屋は、はじめは小さい方だったけれど、す ぐに

大きい部屋になってしまったので、みんなは、ブツ

ブツ言っていました。          `
山本ふくちょうのあいずで、みんなそろって外に

出ました。そして、ついせきハイクをや りました。

山内君が、ころんだので少しおくれてしまいました

「早く、早 く、早 く」

と、山内君に言いました。やっと来たので全力で走

りました。「きおく」や「わなげ」・「ロープむすび」

をや りました。一番むずかしかったのは、「ロープむ

すび」でした。でも最後の「はりえ」は、なかなか

楽しかったです。だいは、『夜の動物園』にしました。

みんなが、

「なかなか、いいじゃんd

「けっさくだなあ」

と、言ってくれました。ぼくも、うまくいったと思

いました。やっぱり、グループにぼくがいたから、

うまくまとまったと思いました。(ぼ くのげいじゅつ

だなあ)と 思いました。

次の日は、たくさん歩いてから馬に乗 りました。

はじめは、こわかったけれど、なれるとよく乗れる

ようになりました。楽しいしゃえいでした。

方広寺での二日間
カブ隊 力日藤 大 希日(芳川北小3年 )

ぼくは、大本山方広寺で一泊二日の「しゃえい」に

参加しました。お寺は、とても大きかったです。

部屋はつごうで大きい方になったので (なぜかな

でも広い部屋なのでいいな)と 思いました。リュッ

クサックの整とんが終ると、ロープ 0え ん筆・消し

ゴム・下じきを持ってゲームをや りました。

記おくゲーム・わなげ・ロープむすび・なげおと

し。葉の絵をや りました。一番楽しかったのは、葉

の絵だったです。人間を葉で作ったことです。ねる

前にえい画を見ました。ねる時となりの部屋の人と

遊んだりして少しおそ くなりました。

次の日、朝食後お く山へ行 きました。

でした。その後、馬に乗 りました。 とて

一泊二 日の「しゃえい」でした。

坂道ばか り

も、楽 しい
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かん国キヤンポ リー
カブ隊 鈴 木 幸 太 (浅間小)

ぼくは、はじめて飛行機にのったのでこわかった。

だけど、きれいなくもを見たらこわくなくなった。

むこうについたとき川をわたるといったのですべら

ないようにわたろうとした。川の水がつめたくてき

もちがよかった。むこうの食べものはからいのばっ

かであんまり食べるものがなかった。だけど、1日

だけ日本食がでたのでよかった。ホームステーのと

き、家にいくと思ったらデパー トヘいった。ぼくは、

そこで、キーホルダーをかつた。ほかのはたかくて

かえなかった。そして、そのデパー トのちかみたい

なところでおみやげのおかしみたいなものをかった。

そして、かえるときにすこし時間があったのでおみ

やげにボールペン・シャープ・マンネンヒツのせっ

とをかったりした。かえりの飛行機ですごくゆれた

のでこわかった。浅間神社についたときあつかった

けどほっとしてうれしかった。

かん国へ行つて
カブ隊 小 池 信 樹 (浅間小)

ぼくは、かん国へ行って、とてもよかったと思う

ホームステーなどは、最初で最後か
'も`し

れない。む

こうの食べ物は、からい物ばかりで、あまりすきな

ものはなかった。でも、むこうの人は、とってもあ

たたかくむかえてくれたので、とてもうれしかった

ホームステーのとき、ももとか、おでんみたいのと

か、日本食を出してくれたりした。

でも、病気にならなかっただけでも、よかったと

思う。

チェンジするとき、ほかの友達と、あまりしたし

めなかったので、もし今度いくさかいがあれば、も

っとたくさんの友達をつ くれるようにしたい。

たの しかったかん国
カブ隊 岩 堀 尚 徳 (浅間小)

ぼくは、はじめて飛行機にのりました。でかける

前の日に、飛行機がおっこったので、ぼくはとても

しんぱいだった。lFく はかんこく行きがきまったと

き言葉がわからないからこまったなあと思った。で

も行って見ると、なんとかつうじた。ホームスティ

ーでは、お母さんが少し日本語が話せたのでぼくは

うれしかった。ホームスティーで、デパー トヘ、つ

れて行ってもらった。でも、夜おそかったのでデパ

ー トは終っていた。デパー トの地下がやっていたの

で、ソフトクリームをたべた。かん国のソフトクリ

ームは、とてもあまくてりょうが多かった。花火が

見えたのでみんなでみた。日本の花火と少しちがっ

てひらくまでじかんがかかった。とてもたのしかっ

たのでもう一度かんこくに行きたいです。

ボーイ 田 哲 也 (江西中)

今年の秋、ぼくは菊章をとった。

これをとるまでには、長い時間がかかった。

しかし、ぼ くの夢はこれで終りではない。

菊章は夢を実現させるための第一歩なのである。

第二歩目は、特修章 をすでてとり、技能章をBS
の間になるべ く多くとることだ。

そして三歩日、SSに行きなるべ く早 く隼をとるこ

と。そして四歩日として富士を修得し団や隊の活動

に役立つ。最終的には団のリーダーとして活動する

ことである。これがぼくの夢である。

しかし、これだけのことを口で言ってみても現実

にできるわけではない。口先だけで終らないように

するには、誓と掟をできるだけ守 り、そして実行し、

スカウト活動にすすんで出ることからだと思う。こ

の夢は実現できないかもしれない。だがぼくはあき

らめず頑張りたいっ

古
ワ
は

‐ ‐
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とてもかわいらしかったです。次にお母さん方が歌

った時、とてもじょうずだなあと思いました。ケー

キやプリンもとてもおいしかったです。ボーイやシ

ニアの人たちがえんそうした時すごくうまい。と思

いました。プレゼントこうかんではくじをひくのが

一番最後だったのであまり物には福がある。と思い

ました。もらったプレゼントはみかけはあまり大き

くなかったけど中にいい物がはいっていたのでうれ

しかったです。とても楽しいクリスマス会でした。

楽 しいカブ活動
カブ隊 岡 田 達 彦 (西者5台 月ヽ4年 )

ぼ くのこの一年 で心に一番のこっていることは、

オーバーナイトハイキングです。

一回目は、豊橋市から伊良湖岬です。でも、18番

目のチェックポイントぐらいで、足がつって、ダウ

ンしてしまいました。海岸は、砂がくつに入って歩

きづらかったです。と中でお母さんたちがスープを

作って待っていてくれました。すわってはいけない

と言われたので、立って飲みました。温かくて、お

いしかったです。ぼくは、すわりたくてたまりませ

んでした。夜中の 2時 ごろから5時半ごろまで車の

中にいました。 日が上るときは、されいでした。

二回目は、志部呂ようち園から村 くし・和地・大

久保を回りました。こんどは、ぜんぶ歩けました。

くるしかったけどがんばったからうれしかったです。

科学万博へ行つて

カブ隊 加 藤 寿 弥 (西者5台 ガヽ4年 )

ぼくは、ずうっと前からつ くばへ行きたいなと思

っていた。そして、お母さんから、「科学万博へ行 く

んだよ」 と聞いて、ぼくはとてもうれしかった。そ

して、7月 27日 がきて、バスで、つ くばへ向った。

とちゅうサービスエリアできゅうけいしながら、 7

時間バスの中でゲームや歌を歌いながらやっとつい

た。一番楽しかったのは、車館だった。 4人のりの

スペースライダで地上33mま で、外周軌道を上昇し

て光の トンネルをぬけてスペースシネマゾーンに突

入スクリーンが上中下の 3か しょ大氷原緑と大草原

とさばくのえい画を見ていたら、ほんとうにのって

るみたいだった。だけど上りのとき、とてもびっく

りしたことは、人のれつがすごかったことと、アイ

ビエム館のてっぺんに人がいたということだった。

車からおりたときにすごいかっこいいなっと思った

のは、21世紀の車があったからだった。 6こ のタイ

ヤがあって、6WDだった。その車は、スーパーグ

ランツーリスモという名前だった。やっぱりつ くば

は、いいところだなと思って、また、いってみたい

なと思った。          ・`

クリスマス会の感想
カブ隊 村 山 大 介 (西者5台ガヽ5年 )

クリスマス会をやった時、初めにかそうをしてが

っしょうをやりました。二組は一番最後だったので、

あまりきんちょうはしませんでした。『一週間』のが

っしょうはうまくできたけど『あすなろ』の時、つ

っかかってやりなおしをしたのでちょっとはずかし

かったです。来年新しく入る人たちが『森のくまさ

ん』を歌った時、ちょっと声がちいさかったけど、
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「カブスカウ トになって」
カブ隊 佐 藤  剛 (新津イヽ)

ぼくが、カブスカウトに入隊したときは、どんな

ことをやるのかわかりませんでした。それにどんな

人が入っているのかもわかりませんでした。

カブ隊ではキャンプなど、いろいろな行事をやる

事がわかりました。新津小学校の人は、新津小学校

の人だけの組にわかれました。今まで全々知らなか

った人たちとも、友だちになれてよかったです。初

めてのキャンプでは、はんごうたきを覚えました。

組の人たちとたきました。初めは何をやればよいの

かわからなかったので、うろうろしていました。け

れど、大きい人たちに教えてもらって、夏のキャン

プでは、うまくやれるようになりました。秋のソフ

ト・ボール大会では、はじめてソフト・ボールをや

りました。あまり知らなかったので、遠 くになげれ

なかったし、まっす ぐにもなげれませんでした。そ

れで外野になってしまいました。でも、ぼくたちが

優勝しました。あまりうまくできなかったけど、優

勝したのでとてもうれしかったです。

しかのときも、村内キャンプは、親合神社で行い

ました。はんごうのごはんがたけると、みんな石や

きといって、のこりのすみで石をやいて遊んでいま

した。3月 の春休みには、進級しゃえいで秋葉山へ

登りました。すごくつかれました。カブスカウト生

活も最終の「くま」になりました。lFく は、組長に

なりました。はじめたことは、最後までや りとおす

気持ちで、カブスヵウト生活の残 リー年をしっかり

「ボーイスカウ トになって」

ボーイ隊 内 山 1旨 男 (新津中)

僕は、スカウ トになって、現在にいたるまで、隊

でのい くつ もの体験をしてきました。中でも、オー

バーナイ ト・ハイク、竜頭山登山、班長訓練野営 と

苦 しい訓練 をの りこえて、今 日までやってきました。

思えば、苦 しい時 も、うれしく楽 しい時もたくさ

んあ りました。そして、ある時は、スカウ トなんて

やめてしまおうと考えた時期 もありました。でも、

そんな時、僕 をかげながら支えて くれたのは、隊長

や、団委員の暖かい励 ましであったと思います。だ

から、僕がスカウ トになって一番強 く感 じたことは

ハイクや、キャンプ、フ‖練を通 じて体験をした「チ

ームワーク」 と「友情」です。チームワー クは、や

は り班全員が一体 となって、何事 もや りとげる精神。

友情は、誰 とでも仲よく、力を合わせてやっていく

ことです。僕 自身、この二つの目標をしっか り守 り

これからのスカウ ト生活、家庭生活に生か して、よ

り自分を磨いていこうと思います。

今、振 り返って見て、スカウ トになって、家庭や

学校では出来ない数 多くの体験をさせてもらったこ

とや、勉強をさせてもらったことに、感謝をしてお

ります。これからも、頑張っていきたいと思います。

θ 彰
しヾ

がんばります。

,っ ‐

_4・
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11月 17日 (日 )

開会式典 より

岬した絵瓢県営草幕グランド) 子供 フェスティバル (佐鳴湖公園)

ロ デ  オ

モンキーブ リッジ

11月 3日 (日 )

西部地区「ゲキネ リ」の様子

よ  ねず

米津文庫のお知 らせ (野口蔵書)

宝の持ち腐れ、と言う言葉があります。

興味のある事や判らない事を書物によって調べて

いる間に、とうとう一部屋が本によって占領されて

しまいました。

それでも友知人の中では、冊数においても5本の

指に入りません。

内容も種々雑多です。海・山・野外活動・料理・演劇

美術・郷土・地理・歴史・教育・絵本 。その他様々です。

又、手元から離れてしまった本もたくさんありま

す。

このまま埋もれてしまうよりも少しでも必要とす

る方々のお役に立てれば、と目録を作ってみました。

今後は機会があれば十進分類によるカー ドも、作っ

てみたいと思っています。

どうかお気軽に御利用下さい。閲覧と云っても、

小生の在宅時間がかぎられていますので、貸出しを

主にしたいと思います。

手元になくても、判る範囲で蔵書先の紹介も出来

ます。

この目録外にも蔵書及びビデオテープ(VHS)が
あります。

皆様の御利用をお待ちしております。

O住所 浜松市米津町798-1野口方 TEL41-9170

至豊橋
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MEネマニ サブミラミラと過した4日 間
第24団 団委員長 原 口 芳 彦

MroNemanl Savumlramlra

(Northen field cOmmlss10r

Fili ScOut AssOciaton 26オ 既婚 )

総理府の海外研修青年受入れ事業の一環 として来

日した彼は、山中を振出しに東1海、北陸、東北地方をホー

ムステイし最後は那須野営場において研修 リポー ト

を取纏める事になっていた。

来 日した研修 目的は日本の文化、産業、教育等に

ついて理解を深める事であった。

静岡県連盟 として浜松地区に依頼があったのは主

として産業に対する関心からだった。以下 日記風に

彼 と過ごした 4日 間を振 り返って見る事 とした。

1985。 9月 18日

午後 1時過 ぎ日連国際課佐藤君の運転するジープ

で浜松西インターに着いた。

三輪県コミと私 と2人で出迎えた。

今 日の予定は大田山野営場 と竜 ヶ岩洞見学である。

兎に角文 IIB開化の度合いが大変開いているので仲々

話 しが噛み合わない。

フィージーではWBコ ースは研修所が主力でWB
実修所は極 くまれにしか開かれない様で大田山で実

修所が現に毎年開かれている事に驚いていたし、又

一面のブッシュの中に電話、コピー、ファックスの

常置された事務機には大変感銘 していた。竜 ヶ岩洞

では 2億 5千年前 と云 う感覚が仲々掴めなかった様

六ゴ。

それとフィージーには鐘茅L洞 は無ぃЮあるのは風

波による浸食で出来た洞穴のみ との事。鐘孝L洞の成

因を説明するのに大変苦労 したが、何の事はない、

英文のパンフレットがあって大いに助かった。洞穴

の中で私が突然彼の結婚についてたずねたら、こん

な所で急にそんな事 を聞 くなと言ってムッとしたが

2ヶ 月前に結婚 したばか りだと答えた。彼はコーラ

しか飲まないので竜 ヶ岩洞にもコーラの自販機を今

後はおいて下さい。三輪県コミ宅に宿泊。

9月 19日

今 日は宮沢さんの発案で幼稚園と小学校へ行った。

特に小学校の理科教室には興味を示 した。市役所へ

表敬訪門したが市長不在で鈴木助役にお会いした。

彼の着用していた「スル」が (ス カー ト風ボーイユ

ニフォーム)が新聞記者の質問の的 となった。蜆塚

遺跡 と博物館へ行った。カヤ葺きの家は大変気に入

ったと言う。

日本民族は北方系 と南方系 とアイヌの混血 (違 っ

ていたら御免)だ と言ったらこの家を見て解ったと

言い、僕の家 もこれと同じだが竹の腰壁がついても

う少し通風がよいと訳 して くれた。博物館では猪狩

りの昔の模型があった。

僕 もフィージーのハンテング倶楽部のメンバーだ

と言うのでガンを使 うのか と聞いたらNO、 今でも

槍だけだと言いtフ ィージーは国中が野営場で国民

は生れながらのスカウターであり、スカウ トとキャ

ンプに行 く時には何 も持って行かず、すべて現地の

物で間に合わせ ると言った。これには一本参った。

その夜は「弥栄」で地区有志のパーティがあり同所

でザコ寝した。

9月 20日

今 日は念々メインプログラムだ。私 と三輪氏と彼

と3人で出発。今 日の予定はヤマハ発動機、日本楽

器、鈴木自動車湖西工場の見学である。何処 も通訳

なしなので半1っ たかどうかは知 らないが、とに角 し

ゃべ りまくった。

「ヤマハ発動機での彼の言い分」

フィージーには部品が無いから故障すれば山へ捨

てて、又新 しいバイクを買っている。こんなに部品

が有るのに何故フィージーヘは売らないのか ?

ヤマハの担当者困ってしまって絶句。

僕が「フィージーのディラーは部品を売るより新

車を売った方が儲かるからナ」 と言ったら彼ニヤ リ。

帰 りの車の中で僕 と組んで部品の貿易をやるか と言

ったら、彼いわ くグッドアイディアー。「日本楽器 ピ

アノ製造ラインを見て」

日本の小学校には必ずピアノがあると僕が言った

ら、フィージーにはオルガンも無い学校がある。 日

本人はこんな高い物 をよく買うナアー。

「鈴木自動車湖西工場にて」

途中弁天島で休慮、した。今切 口で「オイ、フィー

ジーが見えたゾ」 とからかったら、彼いわ く、ここ

はフィージーの気候 とソックリでベ リニグッド。湖

西工場では四輪の生産ラインを見学 した。最大級に

驚ろいていた。彼いわ く「この資源は何処から買う

のか ?」「世界中からだ」 と答えると、日本人は頭が

いいと言ったが何や ら一寸対 日批判をチ ョッピリ聞

かされた様で心寒い思いをした。紙面が無いのでこ

の辺で。

9日 21日 岐阜へ向って出発。
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浜松第11団シエアー隊結成
15周年を迎えて

浜松第11団 SS隊隊長 古 橋 照 久

遠鉄にボーイスカウ トの団ができて、22年にな り

ます。最初ボーイスカウ ト隊が 2隊で発足 した、H

団 も現在では、カブ隊、ボー イ隊、シニアー隊及び

ローバー班があ り、ほぼ完全な団
°
として歩 き初めて

お ります。

この団の中の一つの隊である、シニアー隊が、今

年15年 目を迎えた事 を、団の歴史を書いていて気が

つ きましたので、年度始めに隊集会で話 した所、今

年はぜひシニア隊の15週年記念をやろうと言う事に

決定され、企画委員会を設置 し、 8月 のア ドベンチ

ャーキャンプ終了後検討を始め隊で15周年記念キャ

ンプを行 う事で話がまとまり60年 11月 2日 から11月

4日 まで、大田川キャンプ場に於いて、野営を行い

ました。 1日 目は食事1と 設営 をし2日 目は個人プロ

ジェクトに基づ き、乗場をする者、アーチェリーを

するもの又塾に行 く等一人一人が充実 した 1日 をす

ごした。18時から、団委員長及び歴代の隊長に記念

品と感謝状 を送 り感謝の気持 を表わし団委員長外の

皆様方から激励の言葉 を頂 き隊員達 も一層のファイ

トが出てきたようで非常に有意義な式典ができたと

思います。

式典ののち全員で夕食会 とゲームを行い楽しいひ

とときをすごし、 3日 目は朝か ら徹営 と大田山

'青

掃

を行い、西ヶ崎へ荷物をはこび込み、片づけを終え

13時頃解散記念キャンプを終了しました。このキャ

ンプを高校 1年生 と2年が企画、立案、実施をした

所に意義があると思います。私 も3日 間を参加 し子

供達のバイタリティに感動致 しました。この年代の

子供達は無限の力を内に秘めています。この力を最

大限に発揮させて行 くのが私達 リーダーに課せ られ

た義務ではないでしょうか ?

15周年記念式典に参加 して
H団 シニアー隊・言 葉 陽 :鬼

夏休み前から今年の秋にはこういうことろやろう

と計画されていたが、めったにないことなのでどん

なことをやるのか全然わからなかった。10月 に入っ

て大体内容が決まり、この記念式典が行われた。

初めのうちは「H団のシニアー隊は15年前にでき

たんだなあdぐ らいに思っていたのだが「この15年

の間には多くの人達の努力があったからこそ今こう

してシニアー隊があるんだ。だから、この記念式典

を行うんだdと 考えがかなり発展してきた。15年前

多大な努力でこのシエアー隊をつ くりあげてくださ

った、土井庸一隊長をはじめ、その後シエアーを支

えてきてくださった数人の隊長にシエアー隊全員の

感謝をこめた感謝状を贈った。本当は今までの隊長

全員とH団でシニアー隊の一員として活動していた

先輩も招待したかった。

僕は、この日テストがあったのでH/3の 夜だけ

参加した。内容は、記念式典、夕食会、ゲームだっ

た。式典が終った後の夕食会では隊長達が楽しい話

をしてくださって大変盛り上がった。その後のゲー

ムは、倉橋先輩がアメリカで覚えてきたという、

「Cross and U ncrOss」 を行った。

あの楽しさは、やった人にしかわからないと思う。

棒が二本あればできる簡単なゲームだったのでまた

こういう機会には行うとおもしろいと思う。15周年

記念式典を行い15年間の重さを知ることができて、

とても有意義なものだったと思う。

シエアー隊 15周年について
H団 シニアー隊 二

青 喋:  '羊

シニアー隊ができて15年 もたった。シエアー隊の

先輩達にいろいろ話を聞 くと、キャンプをやる時は

今のキャンプ場みたいに設備はよくな く、水をくむ

にもす ぐ近 くにはないところもあったらしい。今は

こんなよい設備のキャンプなんだから自分なりに積

極的に活動 していきたいと思った。そして僕達 も先

輩達についでシエアー隊 としての自覚 を持ちそれな

りにがんばろうと思った。そしてシエアー隊創立15

周年の伝統を守っていかないといけないなと思った。
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10月 10日 l■l

13日 (日 )

〃

16日 17Kl

17日 l■l

18日 0
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20日 (日 )

21日 (月 )

22日 (灼

23日 困

24日 l■l

27日 (日 )

H月 3日 (日 )

5日 (拗

10日 (日 )

12日 (知

13日 l■l

14日 l■l

15日 0
19日 (知

20日 因

〃

〃

23日 l■)

24日 (日 )

27日 困

28日 l■l

12月 3日 (拗

8日 (日 )

10日 (拗

H日 困

15日 (日 )

18日 困

19日 l■l

20日 0
24日 (拗

25日 因

29日 (日 )

1月 1日 l■l

8日 困

9日 l■l

地区の うご き
ウッドバッジ研修所CS静岡34期大田山

市音楽祭奉仕 (陸上競技場 )

BS楽器研修会 (法林寺 )

訓練チーム会議 (法林寺 )

BSリ ーダー会 (曳馬公民館 )

28th J。 0。ToA(青少年の家 )

SS室内集会委員会 (法林寺 )

地区面接 (法林寺 )

地区委員会 (法林寺 )

SSリ ーダー会 (青年婦人会館 )

BS球技大会 (自 衛隊南基地 グランド)

子供フェスティバル (佐鳴湖公園 )

コミ会議 (法林寺 )

151期指導者講習会 (南部公民館 )

SS室 内集会委員会 (法林寺 )

CSリ ーダー会 (南部公民館 )

内田・三輪両先輩大臣表彰受賞

祝賀パーティ(ホ テル コンコル ド浜松 )

BSリ ーダー会 (曳馬公民館 )

地区面接 (法林寺 )

財政委員会 (法林寺 )

組織拡張委員会 (法林寺 )

BS楽器研修会 (法林寺 )

SSリ ーダー特別研修会 (南アルプス )

地区委員会 (法林寺 )|

SSリ ーダー会 (青年婦人会館 )

コミ会議 (法林寺)|
トリック研修会 (南部公民館 )

組織拡張委員会 (法林寺 )

CSリ ーダー会 (南部公民館 )

SS技能 (天文 )章学習会 (浜松天文台 )

BS楽器研修会 (法林寺 )ム

SSリ ーダー会 (青年婦人会館 )

BSリ ーダー会 (曳馬公民館 )

地区面接 (法林寺 )

地区委員会 (法林寺 )

訓練チーム会議 (法林寺 )

新年邊拝式 (中 田島海岸 )

CSリ ーダー会 (南部公民館 )

コミ会議 (弥栄 )

登録事務説明会

「これからの予定」 2/173/31

2月 2日 (日)進歩・面接研修会 (福祉文化会館 )

4日 関 コミ会議 (法林寺 )

9日 (日)WB実 修所第1教程勉強会 (曳馬公民館 )

12日 困 CSリ ーダー会 (南部公民館 )

18日 関 進歩委員会 (法林寺 )

19日 因 BS楽器研修会 (法林寺 )

20日 lbl SSリ ーダー会 (青年婦人会館 )

21日 O BSリ ーダー会 (南部公民館 )

26日 因 地区委員会 (法林寺 )

3月 2日 (Ell 登録事務受付 (南部公民館 )

4日 困 コミ会議 (法林寺 )

12日 因 CSリ ーダー会 (南部公民館 )

14日 O BSリ ーダー会 (曳馬公民館 )

15日 lIL)救急法講習会 (青少年の家 )

16日 (日) 〃

19日 因 BS楽器研修会 (法林寺 )

21日 0 班長訓練野営 (各小地区毎 )

24日 (月) 〃

26日 困 地区委員会 (法林寺 )

27日 lbl SSリ ーダー会 (青年婦人会館 )

一 あ と が き 一

本号から、印刷 を三富印刷欄にお願いする事にな

りました。

昭和37年 7月 の創刊号から、60年 10月 の101号迄の

23年余に亘 りお世話になりました冊朝 日堂印刷所殿

に深甚の謝意を表 します。
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〒430浜松市iit老塚2-9-16
編集発行責任者   石  津  宏
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鈴木  賢  7月 27日 浜松団10団 団委員

八木本忠夫  10月 20日

浜松19団 BS副長 地区ヨットクラブAoSoM

村上 虎吉   H月 10日

細江 1団団委員長

組織拡張副委員長 (西小地区 )


